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一般会計補正予算

予算総額　51億2,719万円

1億5,713万2千円を追加

12月･定例会

▲ 定例会終了後議場にて

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
14
日

ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
承
認
２
件
、

諮
問
１
件
、
条
例
１
件
、
予
算
４
件
、
そ
の

他
８
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

環境保全型農業総合支援事業補助金

地域IoT実装事業

県補助を活用して、アグリセンターの経年劣化したホイルローダーを購入

児童生徒の学力向上やICTノウハウの蓄積のため、タブレットを活用した取組を実施

ホイルローダー購入

「タブレット端末の利用による新たな学びの創造」事業

事業費 県補助金 町負担
※

10,206千円 4,725千円 5,481千円

事業費 特別交付税 町の実質負担

20,000千円 10,000千円 10,000千円

※県補助は、消費税抜きの事業費×１／２のため、

町負担が大きくなる。（町負担は消費税込）

補正予算の主なもの

※IoT（Internet of Things）とは?
モノのインターネット。身の回りのあらゆるものが

ネットにつながるという考え方。
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公共土木施設の災害復旧工事

農地等の災害復旧工事

台風被害に伴う公共土木施設災害復旧工事（２箇所）を行う

台風被害に伴う農地等災害復旧工事（５箇所）を実施

【被害状況】

◦受益者負担は、県補助金の嵩上げにより減少する見込み。

【被害状況】

節 事業費
財　　源

補助⾦ 地⽅債 その他 ⼀般財源

⼯事請負費 60,000 40,020 19,900 0 80

設計 1,966 0 1,900 0 66

合計 61,966 40,020 21,800 0 146

節 事業費
財　　源

補助⾦ 地⽅債 その他 ⼀般財源

⼯事請負費 14,624 8,841 0 5,783 0

設計 1,156 0 700 0 456

合計 15,780 8,841 700 5,783 456

味鳥・多々野線

清栄山地区 表田地区 小笹地区 林地区 宮園地区

栃原・ねずみ戸線

（単位：千円）

（単位：千円）
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財　産　処　分

熊本県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙

　旧南阿蘇畜産農業協同組合の事務所及びせり場跡

地の⼀部である大字高森字町園1604番地2及び

1604番地3（面積1,933㎡）を土地払い下げのた

め財産処分。

　相手⽅は岩下製材所。処分価格は7,509,744円

　後期高齢者医療広域連合議会議員については、各市町村から１名の選出とし議員定数が45名へと変更さ

れたことに伴い、各市町村議会において選挙が必要となった。

　選挙の結果、草村町長が当選。任期は平成31年４月29日

訴えの提起について

町営住宅の明け渡し並びに滞納家賃、及び訴訟費用の支払いを求める
　入居者は、町営住宅条例43条の規定により家賃の支払い義務を有するが、平成23年から再三にわたる

訪問督促にもかかわらず、家賃の支払い義務を履行せず多額の家賃を滞納し、居住の実態のないまま建物

を放置しているため、顧問弁護士と協議した結果、町営住宅明け渡し等を法的手段により求めるもの。

高森町国民健康保険被保険者の第三者行為
（※）

に起因する保険給付の債権返還請

求の訴え
　平成24年１月、山梨県甲州市の高速道路トンネル内での交通事故に伴う第三者行為の医療給付費及び遅

延損害⾦の支払い並びに訴訟費用の支払を求めるもので、相手⽅は運転していた加害者並びに勤務する運

送会社。

※第三者行為とは、他人の行為（過失）により病気やけがをすること。事故の場合、加害者や責任の過失割合が直ぐに確定

しないため、被害者の保険で治療し、後で費用を請求するもの。

高森町人権擁護委員を推薦

　人権擁護委員の岩下暢彦氏が平成31年３月31日をもって任期が満了するため、その後任として佐伯⼀美

氏を推薦。

　任期は平成31年４月１日から３年間

NTT跡

処分箇所
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質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

工
事
の
主
な
変
更
内
容
は
。

答
［
建
設
課
長
］

西
原
・
前
原
線
復
旧
復
興
防
災
道

路
整
備
工
事
１
・
２
・
４
・
５
工
区
に
お
け
る
、

乗
入
れ
箇
所
の
増
や
、
法
面
の
実
施
数
量

の
減
に
よ
る
も
の
で
、
各
工
区
増
減
額
は
、

７
，
０
２
６
，
０
２
９
円
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

測
量
設
計
の
追
加
変
更
に
つ
い
て

説
明
を
願
う
。

答
［
建
設
課
長
］

追
加
設
計
変
更
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
地
権
者
の
要
望
を
予
算
内
で
こ

た
え
た
く
、
乗
入
れ
の
追
加
で
あ
る
の
で

当
課
の
技
術
職
員
が
設
計
し
て
い
る
。

答
［
建
設
課
審
議
員
］

測
量
設
計
の
期
間
は
、
最
低
で
も

３
ヶ
月
。
設
計
額
が
１
億
円
を
超
え
る
場

合
は
、
１
年
以
上
必
要
で
あ
る
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

住
宅
料
に
つ
い
て
は
保
証
人
が
設

定
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
［
建
設
課
長
］

提
訴
に
あ
た
り
担
当
弁
護
士
と
協

議
の
結
果
、
ま
ず
住
宅
明
け
渡
し
等
を
求

め
て
本
人
を
訴
え
る
こ
と
と
し
た
。

質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

①
予
算
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業

や
地
方
債
に
よ
る
交
付
税
措
置
な
ど
、
色
々

と
や
り
く
り
を
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
、

地
方
交
付
税
の
額
が
決
定
し
て
い
れ
ば
報

告
願
う
。

②
「
明
る
い
街
路
灯
補
助
金
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
お
い
て
工
事
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
を
説
明
願
う
。

③
農
林
関
係
の
予
算
に
つ
い
て
、
南
郷
檜

に
係
る
補
助
事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

町
内
を
見
て
み
る
と
、
全
伐
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
を
よ
く
目
に
す
る
。
今
後
、
植
林

の
計
画
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
植
林
等
の

補
助
が
あ
る
の
か
説
明
願
う
。

答
［
総
務
課
長
］

①
今
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、

18

億
６
，
２
７
２
万
４
千
円
と
い
う
こ
と
で

確
定
し
て
い
る
。
今
後
、
交
付
税
の
算
出

の
用
い
る
国
の
地
方
財
政
計
画
の
指
標
に

合
わ
せ
る
た
め
の
調
整
が
行
わ
れ
、
調
整

率
が
復
活
す
れ
ば
、
約
２
４
０
万
円
増
額

す
る
こ
と
も
あ
る
。

②
本
年
度
に
限
り
３
／
４
の
補
助
を
実
施

し
て
い
る
。
３
戸
以
上
の
街
路
灯
組
合
を

設
立
し
、
駐
在
員
を
通
じ
て
申
請
。
現
在

70

組
合
５
０
１
基
を
予
定
し
て
い
る
。

答
［
農
林
政
策
課
長
］

③
「
山
村
振
興
活
性
化
交
付
金
」

を
苗
木
の
補
助
に
充
当
し
て
い
る
。
植
林

に
つ
い
て
は
、
森
林
組
合
を
通
じ
て
申
請

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
県
の
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
55
号

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

議
案
第
53
号

平
成
30

年
度
高
森
町
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
61
号

平
成
30
年
12
月
定
例
会
　
主
な
質
疑
応
答

　▲西原・前原線復旧復興防災道路整備
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
高
森
町
一
般
会
計

補
正
予
算
」
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
詳
細
に
説

明
を
受
け
、
審
議
し
た
結
果
、
可
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

［
主
な
質
問
事
項
］

質

役
場
庁
舎
内
喫
煙
室
設
置
工
事
に
つ
い
て

は
、
９
月
の
第
３
回
補
正
予
算
で
、
役
場
庁
舎
と

総
合
セ
ン
タ
ー
の
渡
り
廊
下
外
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
場
所
を
変
更
す
る
の
か
。

答

11
月
９
日
付
け
厚
労
省
通
知
「
屋
外
分
煙

施
設
の
技
術
的
留
意
事
項
」
の
要
件
を
満
た
す

施
設
と
す
る
た
め
の
補
正
で
あ
り
、
場
所
の
変

更
は
な
い
。

質

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
あ
る
の
か
。

答

設
置
は
な
い
。

質

旧
野
尻
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
進
入
路
整
備

関
係
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
現
在
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
や
緊
急
時
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が

現
状
と
改
善
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答

現
在
地
元
の
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路

則
面
約
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
草
刈
り
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
し
か
し
、
時
に
は
草
が
伸
び
通
行
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
っ
て
い
る
。
又
、
現
地

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
枯
木
や
枝
が
張
り
出
し

て
い
た
り
、
草
が
延
び
放
題
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

　

今
後
、
管
理
を
委
託
す
る
前
に
先
ず
は
根
本

的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
補
正
予
算
を
計

上
し
た
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
「
高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算
」
、
「
高
森
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
」
、

「
高
森
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
」
に
つ
い
て
は
、
担
当
者
か
ら
詳
細

に
説
明
を
受
け
、
審
議
し
た
結
果
、
可

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

［
主
な
質
問
事
項
］

◎
高
森
町
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係

質

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て
、
各

家
庭
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
無

け
れ
ば
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
使
え
な
い
の

で
は
な
い
か
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
価
格
は

妥
当
か
。

答

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
繋
が
っ
た
状

態
で
な
け
れ
ば
学
習
で
き
な
い
こ
と

で
は
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
学
習
の
経

緯
や
成
果
を
積
み
重
ね
蓄
積
し
て
い

く
こ
と
で
、
学
習
の
振
り
返
り
や
習
熟

度
を
確
認
し
、
深
い
学
び
が
実
現
す
る
。

　

価
格
に
つ
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

教
育
用
ソ
フ
ト
等
を
設
定
し
た
状
態

で
導
入
す
る
た
め
、
以
前
導
入
し
た
際

よ
り
高
額
に
な
っ
て
い
る
。

質

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て
、
総

務
省
の
地
域
Ｉ
ｏ
Ｔ
実
装
推
進
事
業

が
県
内
で
１
自
治
体
の
み
と
さ
れ
て

い
る
が
、根
拠
は
。

答

全
国
で
10
地
域
採
択
さ
れ
、
県
内

で
１
自
治
体
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
「
高
森
町
一
般
会
計
補
正
予
算
」
に
つ
い
て

は
、
担
当
課
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、
審
議
し
た
結
果
、
可
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
更
に
、
先
の
９
月
定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
た
「
請

願
第
１
号　

町
道
大
村
環
状
線
及
び
町
道
大
村
・
前
原
線
」
道
路
改
良
整

備
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
10
月
11
日
、

紹
介
議
員
の
出
席
を
求
め
、
現
地
調
査
を
行
う
と
共
に
審
議
し
た
結
果
、

請
願
は
採
択
す
る
事
と
し
た
。
但
し
、
請
願
の
あ
っ
た
様
な
道
路
状
況
は

町
内
各
地
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
改
良
整
備
が
必
要
な
路
線

や
優
先
す
る
路
線
の
選
定
を
行
い
、
計
画
的
な
道
路
改
良
工
事
を
行
う

様
に
要
望
し
た
。

［
主
な
質
問
事
項
］

◎
高
森
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質

共
同
畜
舎
の
払
い
下
げ
計
画
は
あ
る
の
か
。

答

建
設
か
ら
数
十
年
経
過
し
て
お
り
、
近
隣
町
村
で
も
払
い
下
げ
を
行

っ
て
い
る
事
か
ら
、
実
情
を
充
分
考
慮
し
払
い
下
げ
協
議
を
行
う
。

質

学
校
給
食
支
援
事
業
の
実
施
方
法
は
。

答

赤
牛
と
ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ
を
使
い
、
地
元
の
シ
ェ
フ
に
調
理
を
依
頼
し

生
徒
に
提
供
す
る
。

質

西
原
・
前
原
線
復
旧
復
興
防
災
道
路
整
備
工
事
に
伴
う
根
株
産
廃
手

数
料
と
電
柱
移
転
工
事
補
償
費
は
、工
事
変
更
契
約
に
伴
う
も
の
か
。

答

変
更
契
約
と
は
別
で
あ
り
、
根
株
産
廃
は
数
量
把
握
が
難
し
く
補
正

で
の
対
応
と
し
た
。

◎
請
願
第
１
号　

町
道
大
村
環
状
線
及
び
町
道
大
村
・
前
原
線
の
道
路

改
良
整
備
に
つ
い
て

質

請
願
路
線
の
現
地
確
認
を
行
っ
た
が
、
請
願
の
あ
っ
た
様
な
道
路
状

況
は
町
内
各
地
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
改
良
整
備
が
必
要
な

路
線
や
優
先
す
る
路
線
の
選
定
を
行
い
、
計
画
的
な
道
路
改
良
工
事
を

行
っ
て
は
。

答

道
路
予
算
の
厳
し
い
中
、
早
急
に
改
良
整
備
が
必
要
な
路
線
や
優
先

す
る
路
線
の
選
定
を
行
い
、
計
画
的
な
道
路
改
良
工
事
を
行
う
。

常任委員会報告

総

務

文

教

厚

生

建

設

経

済
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◯
本
年
度
事
業
の
進
捗
率
は
。

質･問

本
年
、
当
初
予
算
で

執
行
部
か
ら
提
示
さ

れ
て
い
る
事
業
で
、
ソ
フ
ト

を
除
い
た
他
の
主
要
事
業
の

進
捗
率
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
。

建設
課長

土
木
に
関
し
て
は
、

発
注
し
た
分
75

％
、

新
設
改
善
４
％
、
住
宅
・
水
道

は
１
０
０
％
、
全
体
で
97

％

と
な
っ
て
い
る
。

質･問

維
持
工
事
は
そ
れ
な

り
に
進
ん
で
お
る
が
、

新
設
工
事
が
思
う
よ
う
に
進

ん
で
い
な
い
。
４
月
か
ら
８

ヶ
月
経
っ
て
い
る
が
工
事
に

か
か
れ
な
い
と
い
う
の
は
住

民
か
ら
不
安
に
思
わ
れ
る
。

建設
課長

事
業
が
遅
れ
て
い
る

の
は
、
用
地
交
渉
の

難
航
、
７
月
の
豪
雨
災
害
の

発
生
な
ど
が
原
因
。

質･問

南
阿
蘇
鉄
道
の
利
用

状
況
と
義
援
金
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

町･長

震
災
前
（
平
成
27

年

度
）
総
輸
送
人
員
が

25

万
７
千
人
、
震
災
後
（
平
成

28

年
度
）
が
約
３
万
６
千
人
、

（

平

成
29

年

度

）
が

約

４
万
５
千
人
で
今
年
度
は
、

９
月
末
ま
で
の
上
期
で
約

３
万
２
千
人
の
利
用
が
あ
っ

て
い
る
。
徐
々
に
利
用
者
は

伸
び
て
お
り
、
収
入
に
関
し

て

は
、

本

年

度

約

２
，

８
０
０
万
円
程
度
を
見
込
ん

で
い
る
。
南
阿
蘇
鉄
道
に
寄

せ
ら
れ
た
義
援
金
総
額
は
５
，

５
２
７
万
１
，
３
３
１
円
、
支

出
総
額
が
３
，
９
８
４
万
９
，

１
１
４
円
で
義
援
金
残
高
は

１
，
５
４
２
万
２
，
２
１
７
円

と
な
っ
て
い
る
。

質問

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
要
望
を
さ
れ
た
か
。

教育委員会
事務局長

平
成
30

年
５
月
21

日
付
け

で
県
教
育
庁
か
ら
計
画
要

望
調
査
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
時
点
で
の
当
町
で
の
事
業
計
画

は
白
紙
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
昨
今
の
異
常
気
象
を
踏

ま
え
た
安
全
対
策
が
必
要
と
な
り
、

７
月
31

日
付
け
で
計
画
の
再
確
認

と
し
て
再
度
依
頼
が
あ
り
、
空
調
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
国
に
要
望
し
た
。

質問

①
設
置
費
用
は
、
交
付
金

が
３
分
の
１
で
３
分
の
２

は
自
治
体
負
担
と
な
る
が
、
高
森
は

小
中
学
校
３
校
で
普
通
教
室
は
何

教
室
あ
る
の
か
。

②
エ
ア
コ
ン
設
置
の
決
定
通
知
は

あ
っ
た
の
か
。

③
自
治
体
負
担
分
の
軽
減
措
置
は

ど
の
程
度
か
。

④
設
置
後
の
諸
費
用
対
策
は
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

教育委員会
事務局長

①
設
置
可
能
な
の
は
普
通

教
室
・
特
別
支
援
教
室
で
、

中
央
小
学
校
が
15

、
高
森

中
学
校
が
７
、
高
森
東
学
園
義
務
教

育
学
校
が
11

の
計
33

教
室
で
す
。
残

り
の
教
室
は
、
次
年
度
以
降
の
対
応

と
な
る
。

②
決
定
通
知
は
県
を
経
由
し
て
平

成
30

年
12

月
４
日
付
け
で
、
交
付
金

１
５
５
０
万
円
の
内
定
通
知
を
受

け
て
い
る
。

③
国
補
助
以
外
の
地
方
負
担
分
に

つ
い
て
は
学
校
教
育
施
設
等
整
備

事
業
債
（
補
正
予
算
債
）
に
て
措
置

率
が
、
50

％
か
ら
60

％
に
嵩
上
げ
さ

れ
て
い
る
。

④
諸
費
用
対
策
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
施
設
を
整
備
す
る
た
め
、
使
用

開
始
後
に
具
体
的
な
使
用
料
を
把

握
し
た
い
。
メ
ー
カ
ー
発
表
の
デ
ー

タ
等
に
よ
り
検
討
し
て
い
る
が
、
あ

く
ま
で
も
目
安
で
あ
り
、
稼
働
後
に

具
体
的
な
協
議
を
行
う
。

質問

将
来
の
交
換
工
事
費
や
維

持
管
理
費
等
を
、
設
置
時

点
で
議
題
に
あ
げ
て
お
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

教育委員会
事務局長

早
い
段
階
か
ら
計
画
性
を

持
っ
て
検
討
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
学
校
施
設
全

体
が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、

防
災
関
係
の
補
助
金
や
、
過
疎
債
等

の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

今
後
、
補
助
金
等
情
報
収
集
、
エ

ア
コ
ン
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
規

定
等
を
設
け
、
学
校
備
品
の
延
命
に

努
め
る
。

一般質問町政を問う

２

人

の

熱

弁

佐
伯･
金
也･

議
員

牛
嶋･

津
世
志･

議
員

12月４日に内定通知あり教育委員会事務局長

エアコン設置の要望結果は

利用状況と義援金は

普通教室のエアコン設置

南阿蘇鉄道の現在の状況

本年度見込み約2,800万円町　長
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地方創生特別委員会報告
　

地
方
創
生
特
別
委
員
長

森
田　

勝

　

南
阿
蘇
鉄
道
高
森
駅
周
辺
再
開

発
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
、
係
る

策
定
業
務
を
委
託
し
た
事
業
者
か

ら
の
説
明
を
受
け
た
。
〔
と
に
か
く

広
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
〕
が
高

森
の
玄
関
口
で
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト

に
係
る
デ
ザ
イ
ン
の
中
間
報
告
が

示
さ
れ
た
。

　

委
員
か
ら
、
次
の
質
問
が
あ
っ
た
。

１
安
全
運
転
管
理
が
で
き
る
か
。

２
南
鉄
の
意
向
を
反
映
し
た
設
計
か
。

３
予
算
の
範
囲
内
で
で
き
る
の
か
。

　

設
計
者
か
ら
は
、
全
て
の
件
に

つ
い
て
、
細
心
の
配
慮
を
行
い

設
計
し
て
い
る
が
、
予
算
に
つ

い
て
は
、
全
体
の
要
望
を
精
査
し
、

報
告
す
る
予
定
と
の
回
答
が
あ

っ
た
。

　

今
後
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
３

月
を
目
途
に
ま
と
め
、
最
終
報
告

会
と
議
会
へ
の
成
果
報
告
が
行
な

わ
れ
る
予
定
。

保
育
料
の
無
償
化
前
倒
し

　

12
月
13
日
の
全
員
協
議
会
で
、
保
育
料
の
無
償
化
施
策
に
つ

い
て
執
行
部
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　

国
で
は
、
平
成
31
年
10
月
の
消
費
税
増
税
対
策
の
一
環
と
し
て
、

３
歳
か
ら
５
歳
児
の
保
育
料
を
無
償
化
す
る
と
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
今
回
の
国
の
方
針
を
受
け
、
町
独
自
の
施
策
と
し

て
平
成
31
年
４
月
か
ら
３
〜
５
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
を
前

倒
し
で
実
施
し
、
給
食
費
・
送
迎
費
等
は
、
国
の
制
度
に
併
せ
実

費
で
の
徴
収
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
は
基
よ
り
、

求
人
の
多
い
年
度
当
初
か
ら
の
保
育
料
無
償
化
に
よ
る
保
護

者
世
帯
の
雇
用
促
進
、
ま
た
年
度
途
中
で
の
全
国
的
な
制
度
改

正
に
よ
る
保
護
者
の
混
乱
・
不
利
が
生
じ
る
の
を
避
け
る
な
ど
、

安
心
し
た
子
育
て
整
備
の
推
進
に
繋
げ
る
こ
と
が
狙
い
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
新
規
事
業
と
は
異
な
り
、
予
算

書
に
明
記
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
無
償
化
に
伴
い
入

園
希
望
者
の
追
加
募
集
を
平
成
31
年
２
月
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
り
全
員
協
議
会
で
の
説
明
と
な
っ
た
。

12月13日　 全 員 協 議 会

提案されたイメージ図
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文教厚生常任委員会視察研修報告

議会広報特別委員会研修報告

文
教
厚
生
常
任
委
員
長　

立
山　

広
滋

【
期　

日
】

平
成
30
年
11
月
15
日
〜
16
日

【
場　

所
】

１
日
目

熊
本
県
和
水
町
（
健
康
福
祉
課
）

２
日
目

長
崎
県
東ひ
が
し
そ
の
ぎ

彼
杵
町（
健
康
ほ
け
ん
課
）

【
視
察
研
修
概
要
】

　

和
水
町
は
、
健
康
推
進
員
を
66

行
政
区
に
１
３
６
名
を
配
置
し
、

特
定
健
診
の
受
診
率
の
向
上
と
特

定
保
健
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
に
つ
い
て
も
、

町
立
病
院
で
受
診
す
る
場
合
は
最

高
５
６
，
０
０
０
円
の
助
成
を
行
い
、

毎
年
１
０
０
人
か
ら
１
２
０
人
程

度
が
受
診
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
住
民
の
健
康
管
理
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
第
７
期
の
介
護
保
険

料
の
標
準
月
額
に
つ
い
て
も
５
，

８
０
０
円
と
第
６
期
と
同
額
で
あ
る
。

ま
た
、
一
般
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、

「
お
茶
の
間
筋
ト
レ
教
室
」
と
称
し

て
56
地
区
で
開
催
す
る
な
ど
、
介

護
予
防
事
業
の
参
加
者
も
7
6
6

人
と
高
齢
者
人
口
の
約
19
％
が
参

加
さ
れ
て
い
る
。

　

東
彼
杵
町
の
介
護
保
険
認
定
者

数
・
率
は
平
成
23
年
度
か
ら
平
成

27
年
度
に
か
け
て
減
少
、
平
成
27

年
度
以
降
は
横
ば
い
で
あ
る
。
介

護
給
付
費
に
つ
い
て
も
平
成
25
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
に
か
け
て
約
８
，

３
０
０
万
円
減
少
し
て
い
る
。
介

護
予
防
（
総
合
事
業
）
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
主
体
と
な
り
介
護
予
防
教

室
を
実
施
、
ま
た
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
も
連
携
し
サ
ロ
ン
事
業
等

を
実
施
し
て
い
る
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る
住

民
健
診
の
訪
問
勧
奨
を
行
い
、
健

診
受
診
者
全
員
に
保
健
師
と
栄
養

士
が
個
別
に
結
果
説
明
を
行
っ
て

お
り
、
初
回
面
接
は
ほ
ぼ
１
０
０

％
で
あ
る
。
総
合
会
館
内
に
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、
そ

こ
で
集
団
検
診
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
予
防
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
益
々
高
齢
化

が
進
む
こ
と
か
ら
、
今
回
研
修
し

た
こ
と
を
政
策
と
し
て
活
か
し
て

行
き
た
い
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
長

　

興
梠　

壽
一

研

修

日　

平
成
30
年
11
月
13
日

研
修
会
場　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

研
修
内
容　

新
時
代
の
議
会
広
報
へ

　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

本
誌
に
お
い
て
、
議
会
報
告
会
の

結
果
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
（
内

容
割
愛
）
、
報
告
会
と
同
時
に
広
報

誌
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
定
例
会
等
、
議
会
に

関
す
る
活
動
内
容
を
ポ
イ
ン
ト
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
、
中
に
は
生
放
送
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
身
近
に
ご
覧
に
な
ら

れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
反
面
、
広
報
誌

の
役
割
、
必
要
性
等
に
つ
い
て
真
価

が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
誌
面
の

内
容
等
の
な
お
一
層
の
充
実
が
急
務

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
委
員
会
で
は
、「
今
、
脱

皮
の
時
‼
～
新
時
代
の
議
会
広
報
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
題
し
て
の
研
修
会

に
参
加
し
ま
し
た
。【
「
伝
え
る
と
」

「
伝
わ
る
」
と
は
別
、「
自
分
に
は
分

か
る
が
他
人
に
は
分
か
る
か
」「
誰
の

た
め
、
何
の
た
め
」
】
広
報
誌
作
り
の

原
点
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
は
聞
き
逃
す
こ
と
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
活
字
に
お
い
て
、

議
員
一
人
一
人
の
考
え
、
ま
た
、
活
動

を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

議
会
に
対
し
て
町
民
皆
さ
ん
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
、
地
方
議
員
の

な
り
手
不
足
の
解
消
や
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
か
と
思
い
ま
す
。
如
何

せ
ん
我
々
議
員
は
広
報
誌
作
り
に
つ

い
て
は
、
全
く
の
素
人
で
す
が
、
意
見

交
換
会
で
頂
い
た
意
見
や
今
後
も

研
修
会
等
受
講
し
な
が
ら
必
要
と

さ
れ
る
誌
面
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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議会報告会及び意見交換会の結果

　平成30年11月28日、ＪＡ高森支所において、ＪＡ

青年部・女性部との意見交換会での質疑は次のとおり

です。

1、 アグリセンターは施設を増設されましたが、それ

に見合う堆肥の売上げはあっていますか。

答： 技術職員も増員し態勢は整いましたので、期

待しています。

　　また、堆肥の専門的指導が必要と考えています。

２、 一番の課題は、雇用者の確保だと思いますが、如

何お考えか。

答： 外国人労働者の雇用を含め、農家経営の手助

け⽅法を共に考えたい。

３、 直売所・道の駅構想についてお尋ねします。 

方向性を考えて、体験型と取入れたりとか出来ま

せんか。

答： 周年野菜があるか？冬場に何を販売するか？

が問題です。

　　まだ協議会は立ち上げられていませんが、充

分検討が必要です。

４、 ＴＰＣについて、どうなりますか。時間帯を考え

て頂きたい。

答： 料⾦徴収については検討中ですが、料⾦に見

合う内容に替えたい。

５、 地方バス運行助成金がありますが、高校生の通勤

に利用できませんか。

答： 町民バスの運行時間を考慮出来ないか検討し

ます。

６、 生ゴミのコンポストの購入制限がありますか。

答： 上限５千円で、20基分の予算があります。

７、 高齢者が自分のスタイルで生活できる範囲で、生

き甲斐を考えられるようになりたいと思っていま

すが、議会は如何お考えですか。

答： 高齢者が出来る範囲で、活躍していただける

場所は無いかと思っています。年寄り扱いせ

ずに、⼀人ひとりにあった働き⽅も大事です。

　議会側から議会広報「絆」について、御意見を伺い

ました。

◦表紙にインパクトが欲しい。

◦レイアウトも工夫して読みやすく。

◦「町民の声」は読みます。

◦ＴＰＣがあるので、必要があるのかと思います。

◦専門用語が分からずに、飛ばしてしまいます。（文字

が多すぎます。）

　平成30年11月29日、高森町ＰＴＡ連絡協議会との

意見交換会での質疑は次のとおりです。

１、 東学園の渡り廊下の屋根が飛んだですが、後の対

応が不充分です。

答： 子ども達の安全を考え、来年度対応するよう

協議しています。

２、 図書館建設について、切望しています。（子どもか

ら老人までのコミュニティーの場所が必要。）

答： 必要性について認識はしていますので、多機

能型の複合施設があればとは思いますが、財

政的に現状では厳しい。

　　また、南阿蘇村と⼀緒に出来ないかも検討し

たが、学校の空き施設が多くて無理だと言わ

れた。

３、 つながるひかり委員会での意見のまとめ方について。

答： まだお答えできませんが、町長が答申を受け

てからとなります。

４、 高森高校から  

入学料、教科書代について町の補助や、県からＩ

ＣＴ環境整備をいただいて、教育環境が整い感謝

している。また、図書館の開放も行っています。

 保育園から  

高校の生徒さんから紙芝居や絵本の読み聞かせを

していただき、散歩の時も挨拶して地域ぐるみで

養護と教育が一体的に出来ている。また、小学校

と就学前に触れ合える場を大事にしたい。

　議会側から議会広報「絆」について、御意見を伺い

ました。

◦とても分かりやすく、見やすい。

◦広報を各機関・団体・学校へ送ってもらえないか。

◦高校生議会の開催が出来ないか。

◦地域の課題を考えたい。（高森町・南阿蘇村）

平成30年度 
第2回
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　私は、高森中学校北側で理容業を営んでいる者です。

　この場所には、生まれ育った草部北部の高尾野から移り住み43年余りが経ち

ました。今なお理容業が出来ているのは、多くのお客様や地域の⽅々の支えが

あってのことと感謝しております。

　そんな中、思うことがあります。

　それは、私の家の前の道路のことです。移り住んだ43年前は、周りに殆ど住

宅もなく、家の前の道路も狭さを感じておりませんでしたが、その後、家の北

側300m先に国道325号バイパスが開通し、住宅や商業施設の建設が進むに連れ、

道路の往来が激しくなり、車の離合も出来ない状況の時も度々目にします。また、

子どもの手を引き歩かれる⽅や乳母車で通られる⽅もたくさんおられます。そんな状況の中、２度ほど我

が家に車が飛び込む事故が発生し、仕事をしていた私はビックリしたものです。幸い怪我をされた⽅はお

られませんでしたが、もし、理容にお出で頂いたお客様や通行されている人が怪我でもされたならと思う

と心配でなりません。そんなことから、私は必ずお客様を安全に送り出し店へ帰ることにしています。

　何年か経ち、事故を起こされた⽅と久しぶりにお会いしたとき、その⽅が現在は免許証を返納されたと

聞き何故か心が痛みました。

　今、私が思うことは、住民の人達が安心して通れる幅員のある道路。車いすや乳母車。そして、住民み

んなが安心して通れる歩道のある道路の設置を希望します。

　そのために必要であれば、用地協力もさせて頂きます。

一人のつぶやき

　私の頭の中に３つの素晴らしい山の景色が残っています。１つは北海道の旧

国鉄根室本線の車窓から見た狩勝峠の雄大な大高原です。次は中央道を走って

いる車から見た南アルプスの雪を頂いた高峻な山の繋がり、そしてもう１つは

今私が住んでいる南郷谷から見た阿蘇の山です。空気も水もうまい観光資源豊

かな処です。

　しかし高森町は私が住み始めた10数年前から徐々に人口が減ってきています。

やはり素晴らしい景色・おいしい空気と水は生活の要素かもしれませんが、安

定した働き場所と次世代を担う子どもたちの教育の場が少なくなってきたので

しょうか。

　私の家から南郷谷が見渡せ、南外輪とお竈門山の真ん中に俵山があり、そこに夕日が落ちます。その夕

日を見ながらここ高森町の人口が増えるにはどうしたらいいのかと⼀人つぶやいています。

　年寄だけが増えるだけではなく、若い人たちが住める町にするには仕事場が必要です。阿蘇五岳を背景に、

公園・宿泊施設、温泉加えてゴルフ場等大資本のもと⼀体化で⼀層の雇用の場があるのかなとかつぶやい

てます。

　南阿蘇鉄道の復旧に合わせて、ＪＲ豊肥線との相互乗り入れで熊本市が通勤通学の圏内に入ります（大

都市では⼀時間半の通勤・通学は普通です）。そうなると生活の条件が良い高森に住もうと言う人も出てく

るのかなと。またＪＲ豊肥線から熊本空港への接続計画も見えてきました。高森から空港へ直結です。

　町の将来道路ネットワーク計画にもありますように、東西路線は整いつつありますが南北路線の改良が

進めば、医療設備等も含め阿蘇谷とも仕事の共有が膨らみます。物流が盛んになれば、熊本だけで無く大分・

宮崎と⼀層交流が深まるでしょう。

　そうなれば、大気・水質汚染の無い無公害企業（特にアパレル関係企業等）の進出が望めます。

　いろいろ⼀人でつぶやいていますが、やったーと言える日が近く訪れそうですね。

町民の声

橋本　公紀さん

（高森・旭通）

波戸内　博之さん

（上色見・中原）
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副
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金
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平
成
30
年
11
月
17
日
、
18
日
滋
賀
県
大
津
市
で
第
70

回
全
国
人
権
同
和
教
育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
森
町
か
ら
行
政
、
教
育
、
支
部
の
各
関
係
者
11
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、

生
活
を
高
め
、
未
来
を
保
障
す
る
教
育
を
確
立
し
よ
う
」

で
す
。
全
国
各
地
か
ら
数
千
人
の
参
加
者
が
集
い
全
体

会
、
分
科
会
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
の
若
者
か
ら
特
別
報
告
が
あ
り
、
久
し
ぶ
り

に
参
加
し
た
全
国
大
会
が
若
返
り
世
代
交
代
が
進
ん
で

い
る
こ
と
に
関
心
し
ま
し
た
。
地
域
で
青
年
団
活
動
と

し
て
人
権
や
差
別
に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
行
い
、
同
年

代
の
若
者
や
少
年
、
児
童
達
に
若
い
言
葉
で
理
解
を
求

め
て
活
動
す
る
。
し
か
し
教
育
活
動
の
中
で
は
積
極
的

に
対
応
出
来
て
も
遊
び
の
中
で
の
差
別
に
は
思
う
様
に

対
応
出
来
な
い
悩
み
な
ど
社
会
で
の
「
触
り
た
く
な
い
」

と
言
う
弱
い
心
、
恥
ず
べ
き
習
慣
の
深
い
溝
に
つ
い
て

感
じ
ま
し
た
。

　

無
意
識
に
冗
談
半
分
で
発
す
る
差
別
話
や
誹
誘
中
傷
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
時
に
自
分
は
そ
れ
に
加
わ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
そ
の
言
葉
や
行
動
に
し
っ
か
り
と
反
論

が
で
き
る
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
立
ち
向
か

う
た
め
に
自
分
が
出
来
る
事
は
何
な
の
か
。
立
ち
向
か

う
た
め
の
強
い
心
を
身
に
付
け
る
に
は
ど
う
す
る
べ
き

か
。
毎
回
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
研
修
で
し
た
。

第70回 全国人権・同和教育研究大会に参加して

　　▲全体会が開催された滋賀県立体育館

　平成最後の新年を迎え、新しい年号はどんな言

葉になるのか楽しみです。

　議員の任期も残すところ４ヶ月余りになり広報

委員最後の仕事になりましたが、毎回表紙写真の

構図を考えて、被写体を探すのに苦労しました。

　新しい議員の⽅たちの広報委員会になり、より

良い広報誌を作成されることを期待しています。

牛嶋津世志

議会広報特別委員会

編 集 後 記
田上　更生

興梠　壽一

牛嶋津世志

芹口　誓彰

後藤　三治

議 　 長

委 員 長

副委員長

委 　 員

〃 　


